
通信通信通信

公益財団法人日本体育協会​

運動・スポーツの大切さを科学的に解説

運動が　体の育ちを　支えてる

子供の発達特性  各器官の発達には特徴があります

　人の体は、成長過程において各器官がそれぞ
れ特徴をもって変化していくと言われています。
　生後2歳頃までの体の大きさの変化は著しく、
身長、体重は急激に増加していきますが、その
後、幼児期にはその増加が緩やかになり、年々
少しずつ成長していきます。一方、脳、神経系
器官は生後の急成長から幼児期に入っても引き
続き著しく変化し、発達していきます。
　こういった特徴を背景に、子供たちはいろい
ろな動きができるようになり、運動機能は劇的
に変化していきます。幼児期には、走ったり、
跳んだり、転がったり、あるいはボールを投げ
たりなど、さまざまな動きとの出会いを楽しめ
る環境にあることが大切です。その後、思春期
頃に体が再び急激に大きくなる時期を迎え、筋

力や持久力も発達し、大人の体へと進んでいき
ます。
　しっかりした体をうまく動かすことができる
土台作りは幼少期にあり！と言えるかもしれま
せん。
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ーリンパ型 リンパ節などのリンパ組織や免疫力を向上させる扁桃などー神経系型 運動神経や手先などの器用さ、リズム感などー一般型 身長、体重、肝臓や腎臓などー生殖型 男児の陰茎・睾丸や女児の卵巣・子宮など
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今月の予定


